
第回ＩＴＳ世界会議東京２０１３
ま
も
な
く
開
幕
日
｜
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
ほ
か

　
交
通
事
故
や
渋
滞
の
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
や
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
な
ど
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｓ

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
技
術
の
実
用
化

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

日

月

か
ら

日

金

ま
で
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
東
京
２
０
１

３
」
が
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
な
ど
で
開
か
れ
る
。
主
催
は
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
東
京
２
０
１
３
日

本
組
織
委
員
会
。
Ｉ
Ｔ
Ｓ
普
及
に
向
け
た
テ
ー
マ
を
国
内
外
の
専
門
家
ら
が
議
論
す
る
多
数
の
会
議
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
展
示
会
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
催
さ
れ
る
。
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
で
も
あ

り
市
民
参
加
も
広
く
呼
び
か
け
て
い
る
。

世
界
連
携
、
基
盤
づ
く
り
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
で
実
運
用
へ

関
連
技
術
の
展
示
会
開
催
最
新
シ
ス
テ
ム
を
デ
モ
体
感

ショーケース

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １０月１１日 金曜日 　　

★ＩＴＳとは…… の略称。最
先端の情報通信技術を活用して安全、快適かつ円滑な交通社
会の実現を目指す交通システム。ＥＴＣやカーナビゲーショ
ンなどが実用化された代表的な技術。世界会議開催当初はＩ
ＴＳの用語もなかったが、 年の横浜市で開かれた「第２回
ＩＴＳ世界会議」において日本の研究者から「ＩＴＳ」の用
語が提唱され、世界共通用語として定着した。今後は自動運
転技術やビッグデータの活用が期待されている。

「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
２
０
１
３
」
「
東
京
モ

ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
３
」

と
の
連
携
企
画
も
実
施

写

真
は
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
会
場
で

の
自
動
運
転
デ
モ

昨
年
ウ
ィ
ー
ン
で

開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ

Ｓ
世
界
会
議
２
０

１
２

　
世
界

カ
国
・
地
域
か
ら

２
２
０
社
・
団
体
が
７
０
０

小
間
の
規
模
で
集
う
展
示
会

は
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
ホ
ー
ル

で
開
催
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー

や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連

企
業
な
ど
に
よ
る
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ

関
連
技
術
、
商
品
、
シ
ス
テ

ム
、
サ
ー
ビ
ス
が
ブ
ー
ス
で

展
示
さ
れ
る
。
車
と
車
の
間

を
結
ぶ
通
信
を
利
用
し
た
追

突
防
止
シ
ス
テ
ム
、
駐
車
支

援
シ
ス
テ
ム
な
ど
自
動
運
転

の
基
盤
と
な
る
運
転
支
援
シ

ス
テ
ム
、
災
害
発
生
時
の
情

報
対
応
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
見

ど
こ
ろ
と
な
る
。

　

日
、

日
の

時
半
か

ら
は
展
示
会
場
内
ア
ト
リ
ウ

ム
で
「
世
界
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
公
開
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
」
を
開
催
。
Ｇ

Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、

日
産
自
動
車
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
な
ど
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

研
究
開
発
リ
ー
ダ
ー
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が

登
壇
し
、
高
度
運
転
支
援
と

自
動
運
転
の
将
来
、
自
動
車

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
収

拾
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
た
め
の
潜
在
力
や

課
題
な
ど
を
公
開
で
語
る
。

　
実
際
に
試
乗
な
ど
が
で
き

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
は
Ｉ
Ｔ

Ｓ
世
界
会
議
な
ら
で
は
の
多

彩
な
内
容
。
屋
外
や
公
道
も

使
っ
て
、
実
験
段
階
や
実
用

化
が
近
い
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス

テ
ム
の
見
学
や
体
験
が
で
き

る
。
九
つ
の
「
テ
ク
ニ
カ
ル

ビ
ジ
ッ
ト
」
で
は
、
最
新
の

Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
運
用
し
て
い
る
道

路
、
列
車
、
港
湾
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
中
央
施
設
を
半

日
使
っ
て
訪
問
。
新
し
い
交

通
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

を
経
験
で
き
る
。

　
会
議
終
了
後
に
も

日
か

ら

日
ま
で
１
泊
２
日
の
日

程
で
「
ポ
ス
ト
コ
ン
グ
レ
ス

ツ
ア
ー
」
と
し
て
、
六
つ
の

ツ
ア
ー
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
愛
知
県
、
長
崎
県
、
岩

手
県
な
ど
全
国
に
飛
び
出

し
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
運
用
地

域
を
訪
問
す
る
。

　
期
間
中
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
は

日
、

日
を

広
く
市
民
へ
の
参
加
を
見
込

ん
だ
一
般
公
開
日
と
し
て
設

定
。
タ
レ
ン
ト
の
菊
川
怜
さ

ん
な
ど
が
参
加
し
て
近
未
来

の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
技
術
の
役
割
や
可

能
性
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
理

解
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
も
開
か

れ
る
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議

へ
の
登
録
費
は
１
日
８
万

円
。
た
だ
し
展
示
会
や
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
は
事
前
登
録
す
れ

ば
無
料
、
当
日
申
し
込
み
の

場
合
は
２
０
０
０
円
。
テ
ク

ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
と
ポ
ス
ト

コ
ン
グ
レ
ス
ツ
ア
ー
は
１
ツ

ア
ー
３
０
０
０
円
か
ら
。
詳

細
は
　

　へ
。

　
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
は
欧

州
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
、
米

国
の
世
界
３
地
域
を
代
表
す

る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
団
体
が
毎
年
持
ち

回
り
で
開
催
。
日
本
で
開
か

れ
る
の
は
１
９
９
５
年
の
横

浜
、
２
０
０
４
年
の
名
古
屋

に
次
い
で
９
年
ぶ
り
３
回
目

と
な
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｓ
関
連
で
は

産
学
官
関
係
者
が
集
結
す
る

最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

技
術
開
発
、
政
策
、
市
場
動

向
な
ど
の
議
論
と
情
報
交
換

を
し
、
交
通
社
会
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
と
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
Ｓ
は
従
来
の
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
の
技
術

か
ら
自
動
運
転
の

コ
ア
技
術
へ
、
そ

し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
で
車
社

会
を
変
え
て
い
く

時
代
に
あ
る
と
さ

れ
る
。
こ
の
た
め

に
は
「
基
盤
と
な

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
標
準
化

や
、
市
民
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
意
識
統

一
が
必
要
」

渡

邉
浩
之
日
本
組
織

委
員
会
会
長

。

Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議

は

回
目
の
節
目

を
迎
え
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
共
通
す
る

課
題
解
決
に
向
け

世
界
で
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
議
論
を
ス
タ
ー
ト
す

る
機
会
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

　

日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
行
わ
れ
る
開
会
式
に

続
い
て
、

日
か
ら
４
日

間
、
会
議
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、

展
示
会
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
を
メ
ー
ン
会
場
に
く

り
広
げ
ら
れ
る
。
今
回
の
会

議
テ
ー
マ
は
「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
　

Ｉ
Ｔ
Ｓ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
。
従
来
の
安
全

や
渋
滞
の
解
消
だ
け
で
な

く
、
環
境
負
荷
低
減
の
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
利
用
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理
に
よ
る

個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
防
災

や
減
災
に
役
立
て
る
こ
と
な

ど
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
日
本
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
技
術

は
世
界
の
中
で
も
産
学
官
が

連
携
し
て
技
術
開
発
や
市
場

導
入
を
進
め
、
最
先
端
に
位

置
す
る
と
さ
れ
る
。
巨
大
都

市
で
あ
る
東
京
な
ら
で
は
の

実
証
成
果
な
ど
、
広
く
発
信

す
る
機
会
と
さ
れ
る
。
特
に

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
は
、

招
致
計
画
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
Ｓ

な
ど
の
先
進
輸
送
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
大
会
運
営
を
行
う

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
今

回
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
で
披

露
さ
れ
る
先
端
技
術
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
実
運
用

し
て
い
く
た
め
の
布
石
と
し

て
も
注
目
さ
れ
る
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
専
門

家
ら
が
登
壇
す
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
全
部
で
２
５
０
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
。
国

内
外
か
ら
政
策
立
案
者
や
企

業
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
登
壇
者

を
中
心
に
政
策
的
・
戦
略
的

な
議
論
が
行
わ
れ
る
プ
レ
ナ

リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
産
官
学

の
有
識
者
が
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
効

果
、
課
題
な
ど
を
取
り
上
げ

る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ッ
シ

ョ
ン
、
あ
ら
か
じ
め
審
査
に

よ
り
採
択
さ
れ
た
論
文
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
多
数
、
行
わ
れ

る
。

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
Ｉ

Ｔ
Ｓ
整
備
を
目
指
す
「
Ｉ
Ｔ

Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は

日

時
か
ら
発
表
さ
れ
る
。
モ

ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速

な
進
展
で
事
故
や
渋
滞
、
環

境
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
各
国
が

Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
計
画
的
に
整
備
し

や
す
い
よ
う
、
日
本
、
中

国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
な
ど
各
国
の
Ｉ
Ｔ

Ｓ
組
織
で
構
成
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ

Ｓ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
が

作
成
。
政
策
目
標
の
立
案
か

ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
た

各
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
計
画
、

官
民
の
運
用
体
制
な
ど
を
包

括
的
に
取
り
扱
う
。

　
日
本
と
し
て
は
道
路
交
通

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
カ

ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
表
示

す
る
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
高
速
道
路

の
料
金
自
動
収
受
シ
ス
テ
ム

Ｅ
Ｔ
Ｃ

な
ど
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
を
普
及
さ
せ
て
き

た
経
験
を
生
か
し
、
ア
ジ
ア

各
国
へ
の
海
外
展
開
を
目
指

し
、
導
入
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

提
供
し
て
い
く
予
定
。

所要時間はデモンストレーションにより － 分程度


